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　西教寺進徳日曜学校だより

　今日したこと　
　　　　

　保護者のみなさんへ　

　この次は、１１月２日（土）９時～

　　●お話「山と川と空と海、全部つながっ
　　　　　　てるらしい」
　　　－童話「いのちみつめて」－
　　　　　　　　　　（仏教子ども新聞）
　　●ワクワクゲームランド
　　　　　吹いてみようストロー笛

○写真ができました○写真ができました○写真ができました○写真ができました○写真ができました
　本当は、前回お渡しする約束でしたが、忘れていました。
　今回こそお渡し致します！

です。
　その次は11月１７日（日）です。

○壁をみがく話○壁をみがく話○壁をみがく話○壁をみがく話○壁をみがく話
　　　　　先日、ひどく子どもを叱ってしまいました。あそこまでしなくてもよかったのに、と実は（家族への体
面上平気な顔をしていますが）後で後悔しました。後で考えると、私の場合、そうなってしまうのは、子
どもに原因がある（あるのはあるのですが）というよりも、むしろ親の方が、忙しかったり、自分の人生
が上手くいっていなくて、イライラしてそうなる（しかり方がひどくなる）ことの方が多いように感じる
のですが、皆さんはいかがでしょう？

　インドの王さまが、素敵な宮殿をつくりました。壁は大理石ですが、それだけでは面白くないので壁の
両側にそれぞれインドで一二をあらそう絵師２人を呼んできて絵を描かせました。１人の絵師はさっそく
描き始めたのですが、もう１人は壁をぴかぴかに磨くだけで何も書こうとはしません。心配になった王さ
まが大丈夫かと問いかけますが、絵師は大丈夫ですと答えて壁を磨くだけでした。

　やがて約束の期日が来ました。王さまがいってみると、片方にはすばらしい絵が描かれていましたが、
残りの片方にはやっぱり何も書かれていませんでした。怒った王さまが、どういうことかと問いつめる
と、絵師は、もっとこっちへおいで下さいと王さまを壁と壁の間に招き入れました。するとどうでしょ
う、もう１人の画家が描いた素晴らしい絵が、反対側のぴかぴかに磨いた壁に映って、それはそれはすば
らしい調和のとれた空間がかもしだされていました。王さまは大変喜んで、たくさん褒美をあたえたとい
う話です。
　家庭の中でも、皆の心がうつるような静かな心をもった人がいると、それはそれはすばらしい空間にな
るということでしょうか。ここだけの話ですが、こうなりたいと思っているんです。まあ、思っているだ
けなんですが…。


